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山
頂
イ
ベ
ン
ト

・
午
前
10
時
〜

　

参
加
記
念
ペ
ナ
ン
ト
配
付

　
（
先
着
３
、０
０
０
名
）

・
午
前
11
時
〜

　

安
全
祈
願
祭

・
午
前
11
時
20
分
〜

　

ミ
ズ
あ
だ
た
ら
コ
ン
テ
ス
ト

　
（
既
婚
・
未
婚
を
問
い
ま
せ
ん
。

入
賞
者
に
は
記
念
品
贈
呈
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
山
頂
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
し
、
奥
岳
登
山
口
で

午
前
10
時
か
ら
安
全
祈
願
祭
の

み
開
催
し
ま
す
。

注　

意

　

沼
の
平
周
辺
と
く
ろ
が
ね
小
屋

西
斜
面
の
湯
元
付
近
は
、
有
毒
な

火
山
ガ
ス
が
発
生
し
て
い
る
た
め

非
常
に
危
険
で
す
。
こ
の
周
辺
に

は
絶
対
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

バ
ス
で
お
出
で
の
方
へ

　

岳
方
面
の
路
線
バ
ス
は
、
岳
温

泉
止
ま
り
で
す
。
奥
岳
へ
は
、シ
ャ

ト
ル
バ
ス（
５
月
17
　

日
の
み
）を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
時
刻

○
二
本
松
駅
前
発

（
岳
温
泉
、
奥
岳
登
山
口
、
塩
沢

温
泉
、
野
地
温
泉
行
）

　

午
前
７
時
40
分

（
岳
温
泉
・
奥
岳
登
山
口
行
）

　

午
前
８
時
15
分

○
岳
温
泉
発（
奥
岳
登
山
口
行
）

　

午
前
10
時
15
分

○
奥
岳
登
山
口
発

（
岳
温
泉
行
）

　

午
後
２
時
、
午
後
３
時
10
分
、

（
岳
温
泉
、
二
本
松
駅
前
行
）

　

午
後
４
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

観
光
課
観
光
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
２
２

山
頂
イ
ベ
ン
ト

・
午
前
10
時
〜

　

安
全
祈
願
祭
、
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
飛
行
安
全
祈
願
、
奉
納
厄
除

餅
ま
き
、
豚
汁
サ
ー
ビ
ス（
な
く

な
り
次
第
終
了
）

※
午
前
10
時
ま
で
に
各
自
山
頂
へ

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
下
山
の
際
は
、
北
口
と
南
口
へ

の
下
山
道
が
間
違
い
や
す
い
た

め
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

車
で
お
出
で
の
方
へ

　

当
日
、
山
頂
付
近
へ
の
車
の
乗

入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
駐
車

場
は
、
北
側
登
山
口
は
林
野
会
館

前
、
南
側
登
山
口
は
米
石
地
内
と

な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

東
和
支
所
地
域
振
興
課

　

☎（
66
）２
４
９
０

第
55
回

安
達
太
良
山
開
き

 

５
月
17
日（
日
）▲昨年のミズと準ミズ

羽
山
山
開
き

 

５
月
31
日（
日
）

▲羽山山頂

▲安達太良山頂から北方鉄山・箕輪山方面を目指す登山者

～二本松の初夏～

新緑の大自然を満喫しよう！新緑の大自然を満喫しよう！
　

５
月
の
二
本
松
も
、
見
所
が
い
っ
ぱ
い
。

　

市
内
の
山
々
で
は
、
次
々
に
山
開
き
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
羽
山
の
麓
で
は
、
貴
重
な
野

生
蘭「
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
」も
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
市
内
各
地
の
名
山

を
散
策
し
な
が
ら
、
清
々
し
い
新
緑
の
空
気
と

大
自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。
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新
し
い
晨

新
し
い
晨

新
し
い
晨

新
し
い
晨あ　

さ

新
し
い
晨

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

　

新
二
本
松
市
は
、
磐
梯
朝
日
国
立
公

園
や
県
立
霞
ヶ
城
公
園
、
日
山
県
立
公

園
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
春
の「
桜
ま

つ
り
」を
皮
切
り
に
、
本
格
的
な
観
光

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
特
に
、
霞
ヶ
城
公
園
や

岳
温
泉
の
桜
を
始
め
、
合
戦
場
、
愛

蔵
寺
、
本
久
寺
、
円
東
寺
の
し
だ
れ

桜
、
茶
園
や
芹
沢
の
桜
な
ど
、
樹
齢

を
重
ね
た
桜
の
名
木
や
名
所
が
存
在

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
歴
史
あ

る
桜
が
多
く
残
る
場
所
は
、
全
国
的

に
見
て
も
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
霞
ヶ
城
公
園
の
桜
は
、「
日

本
桜
の
名
所
百
選
」に
選
ば
れ
、
千

七
百
本
の
桜
が
咲
き
揃
っ
て
お
り
ま

す
。
春
の
桜
、
初
夏
の
つ
つ
じ
、
藤
、

ア
ジ
サ
イ
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
景

色
と
四
季
折
々
に
変
化
に
富
ん
だ
景

観
を
楽
し
め
ま
す
。

　

合
戦
場
の
し
だ
れ
さ
く
ら
。
滝
が

流
れ
落
ち
る
よ
う
な
様
は
見
事
で
、

菜
の
花
の
黄
色
と
紅
し
だ
れ
桜
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
景
色
で
す
！

三
浦
喜
徳
郎
さ
ん
が「
桜
守
」と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
武
藤
園
芸
に
植

栽
さ
れ
た
、
し
だ
れ
桜
、
も
く
れ
ん
、

レ
ン
ギ
ョ
ウ
や
桃
の
花
が
咲
き
揃
い

ま
さ
に
桃
源
郷
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も

の
が
あ
り
、「
二
本
松
の
花
見
山
」と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
温
室
に
は
西
洋

石
楠
花
が
咲
き
誇
っ
て
お
り
ま
す
。

園
主
の
武
藤
正
秀
さ
ん
は
、
花
が
好

き
で
、
丹
精
こ
め
て
四
季
の
花
々
を

育
て
て
こ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

鈴
石
の
さ
つ
き
山
公
園
で
さ
く
ら

の
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
内

に
は
、
桜
、
山
つ
つ
じ
、
花
桃
、
芝

桜
な
ど
の
花
木
、
草
花
が
数
多
く
植

栽
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
咲
き
誇
る
景
観

は
見
事
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
代
成
田
の
三
浦
実
さ
ん

宅
の「
弥
陀
の
杜
」わ
い
わ
い
館
は
、

歴
史
と
文
化
の
素
晴
ら
し
い
公
園
で

す
。

　

戸
沢
の
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
。
野
生
ラ

ン
で
は
一
番
大
き
い
と
さ
れ
、
環
境

省
の
絶
滅
危
惧
種
に
分
類
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
五
十
嵐
文
一
さ
ん
が
長

年
か
け
て
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
公
園
も
、
名
峰
安
達
太

良
山
を
眺
め
な
が
ら
素
晴
ら
し
い

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
春
風
に
そ
よ
ぎ

ピ
ン
ク
や
黄
色
、
白
と
彩
り
も
華
や

か
。
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
全
国

に
誇
る
名
園
に
育
て
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

市
と
し
て
二
本
松
を
日
本
有
数
の

桜
の
名
所
と
し
て
、「
花
と
緑
の
公

園
都
市
」を
目
指
し
、「
さ
く
ら
一
万

本
植
樹
愛
護
運
動
」を
推
進
し
、
桜

の
名
所
の
保
全
や
、
名
木
の
保
存
、

植
樹
な
ど
、「
さ
く
ら
」に
よ
る
市
内

の
美
化
、
交
流
を
図
り「
さ
く
ら
回

廊
二
本
松
」を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

受　

付

　

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

　

口
太
山
登
山
道
入
口（
夏
無
沼

キ
ャ
ン
プ
場
そ
ば
）

※
受
付
後
各
自
出
発

・
午
前
10
時
〜
山
頂
イ
ベ
ン
ト

（
抽
選
会
等
）

・
下
山
後
、
夏
無
沼
キ
ャ
ン
プ
場

で
豚
汁
サ
ー
ビ
ス

※
雨
天
中
止

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

東
和
支
所
地
域
振
興
課

　

☎（
66
）２
４
９
０

山
頂
イ
ベ
ン
ト

・
午
前
10
時
〜
参
加
記
念
バ
ッ
ジ

（
先
着
１
、０
０
０
名
）

・
午
前
11
時
〜
安
全
祈
願
祭

・
午
前
11
時
20
分
〜
日
山
の
美ひ

人と

コ
ン
テ
ス
ト（
既
婚
・
未
婚
を

問
い
ま
せ
ん
。
入
賞
者
に
は
記

念
品
贈
呈
）

※
雨
天
の
場
合
は
日
山
キ
ャ
ン
プ

場
で
、
午
前
10
時
か
ら
安
全
祈

願
祭
の
み
実
施
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

岩
代
支
所
地
域
振
興
課

　

☎（
65
）２
８
０
３

　

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
貴
重
な
野
生
蘭「
ク
マ
ガ

イ
ソ
ウ
」を
一
般
公
開
し
ま
す
。

開
催
日

　

５
月
２
日（
土
）〜
31
日（
日
）

開
園
式

　

５
月
２
日（
土
）午
前
10
時
〜

※
な
め
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
有（
先

着
２
０
０
名
）

場　

所

　

戸
沢
字
柏
久
保
地
内

　
（
五
十
嵐
文
一
様
宅
裏
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

東
和
支
所
地
域
振
興
課

　

☎（
66
）２
４
９
０

口
太
山
山
開
き

 

５
月
10
日（
日
）

第
23
回

日
山
山
開
き

 

６
月
７
日（
日
）

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
祭
り

▲群生している羽山のクマガイソウ

▲日山山頂

登
山
者
の
心
得

①
身
軽
な
服
装
で
の
登
山
は

慎
み
、
無
理
の
な
い
行
動
・

判
断
で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

（
体
調
管
理
、
装
備
等
は
自

己
責
任
の
も
と
お
願
い
し

ま
す
。）

②
自
然
を
大
切
に
し
、ゴ
ミ
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

③
高
山
植
物
を
折
っ
た
り
、

採
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。




